
インドの NationalSample Surveyについて (I)

本硲はインド統計研究所 (IndianStatistical Institute) 

が実施している全国的な籾本調査 (NationalSample 

Survey)の貸料紹介を目的としたものであるが，各統計

資料の紹介に先だってこの全国的な椋本胴査が実施され

るに至る経緯を筒単に述ぺておこう。

インドにかぎらず，一般に後進地域における社会経済

事t月については信頼できるような統計がないが，戦後い
ち早く独立したイン・ドにおいては踏施策の始礎となるよ

うな伯磁性ある経済統計の必要なことは内外から認めら

れていた。

1948年ネルー首相の要望を契機として中央政府各省の

統計機関で検討が進められ，統令l•作梁の統制のために各

省統計官による岱爵委員会も設けられたが，翌1949年1

月には中央統計小委員会 (aSmall Central Statistical 

Unit)が設r.tされた。ついで数力月おくれて国民所得委
員会 (NationalIncome Committee)が設代され， 委員

長に P.C.マハラノピス，委員に D.R.ガドギル， V、

K.R.V.ラオが任命された。この委員会の任務は，国

民所得およびそれに関連した緒推定について報告すると

ともに，利用しうるデ,....タの改稽，基礎統計の満壺方

法．国民所得曲在の促進策を勧告することであった。こ

の問同年1引月18日，ネルー首相より基礎的毀料収集のた

め全国的な椋本調森を計画するよう要苗があり， 12月25

日にはマハラノヒ女教授による計画が C.D.デシュ．ム

ク蔵相に提出され，越えて1950年1月，この計画は政府に

よって原則的に承認された。これに対し国民所得委只会

側は3月10日，国民所得推諄狡料の欠陥を有liうため抽出

方法の採用を勧告した。こうして1950年5月にはこの計

西に250万Jレビーの予符措位がとられることになった。

インド統計研究所はただちに糊査計画，椋本村落と標

本世術の選択，濶査票の1,t索，現地槻査員の指母などに

消手した。統計研究所が椋本調近の突施に周到な計画を

練りあげたことはいうまでもないが，いざ実施の段階に

はいるに及んで多くの困難に直面した。ここではその若

干にふれておこう。まず第1に，ィンド全土の詳細な地

図を入手することが容易でなく，そのために統計研究所

から多数の糊査員を各州の地方当局に地図収集のために

派遣せざるをえなかったし，そのうえ収集した地図も利

用できるのはごく一部の地域に限られ，村t各地図に姑づ

＜拙出はインド全体を代表しえないことが明白となっ

た。第 21•こ村落のリストに面甜のデータをうめること

が困難であった。すなわちインド全村落の78.6％が人口

あるいは面ふ‘tのいずれかを記入でき，両方とも不明のも
のは15.8%，残り5.6％に至っては村落名さえも判明しな

い状態であった。第3に関査梨には英栢で記されたけれ

ども，インタビューは回答者の地方言賠で行なわねばな

らず， したがって謂究員もその地方胎に通ずる者にかさ:

られ，実に15種以上の地方言語が使用された。そのうえ

各種団踏の同義性には紋大の注意力を必要とした。第4

は度砧衡の地方ft管の問題であった。 140稲以上の地方

憫習が発見され，それらをすぺて籾澤痰政衡に直さなく

てはならなかった。全同的な椋本調査で収集された斑料

は，濶在員が椋本i!!.すi}を肋l関し居住者から面接同答を得
る「面接方式」 (interviewmethod)によるものである。

以上のように9000万国民を対象とする日本の統計岡査

からは想像しがたい多くの困難にもかかわらず，統計研

究所ならびに調在只はインクピューや観寮によってデー

タの収集につとめ， 1950年10月に実施した第 I!YI濶在以

蹄逐年その成果を前ねている。これらの全困的なも羽本濶

壺(•ま，インド統計研究所の政府に対する報告として政府

印刷局から公刊されている。以下当研究所に所蔵されて

いる報告柑について順を追ってその沿革を示そう。

(I) The National sample survey; Gener-

al report no. 1 on the first round, Oct. 

1950-Mar. 1951. Delhi, Manager of 

Publications, 1952. 106, 55 p. (F. D. 78) 

悌 1回目の全国的な揉本槻査では1833カ村が抽出さ

れ，そのうち 1189カ村にはインド統計研究所（以下ISi

と略称す~)の閥査猥，臼4 カ村にはコ・カーレ政治経済

研究所 (GokhaleInstitute of Politics and Economics) 

の調査票が使用されたが，この報告杏はISIの担当した

部分に限られている。 ISIが使用した調査粟はつぎの4

つのフォームに分けられる。

1 村落糊査票 (villageschedules) 

schedule 0:楳本村の全世楷調査

schedule 0.1:任意抽出80世帯の戦架謁査
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schecf ule 4 & 5 : :hh出世術の土地利用と穀物生舷調究

schedule 6:椋本村の特定商品の価格および熱錬疫に

よる伎金比較調査

2 世椛調査票 (hovseholdschedules) 

世帯詞査菜1文つぎの 3部より成っている。

(l) 人口励態および経済状態闊査栗

schedule 1:世沓人員と各成員の経済．条件ならびに土

地所布をはじめとする財産状態調布

(2) 個人企業潤査黙

schedule 2.1 :此家の経済収支開在

schedule 2.2:固定賢症および只金，兼架閥ft

schedule 2.3 :椋本世幣の現金収入閥究

{3) 生i.I•1牡調森票

schedule 3.1:食料梢股と支出金頷調究

schedule 3.2 :生活用品の憐股・支出腑査

この詞査深に茄づいて，第 1回目の襟本講査ほ開査対

象期間を1949年7月から翌50年6月までの 1年問として

実施された。抽出校型を全園的に統一するという当初の

構想はさきに述ぺたように完全な地図の入手不能のため

に放泰をよぎなくされ，したがって拙1:l:I校型と抽出方法

には統ーを欠く結染しこなったが，まず対政の附~1化に従

って村路を選定し，当該村落から80¥U滞をilhtl・＼し，袋家，

非塁家に分けて各府から任意til]出によって様＊枇帯の逃

定を行なっている。

栢本村落での批~l~~JI曲はつぎのような段l術を経て実施

している。すなわち（1）悉佐謁近のために全批帯のリス

トを作る。 (2)戟業濶在のために80風滞を任意拙出する。

(3)任意拙出の80世帯を位架と非似架の2つのグループに

分ける。 (4)人口勅態および経済状態閲究のために 2つの

グループからそれぞれ8世幣を迎択する。 (5)個人企業開

査のために，品衆グルーブの 8世哨から 2泄常，非品架

グループの8世湘から3世術を選択する。 (6)消役者支出

濶査のために位裳グループから 1憔幣，非及深グループ

から 2世猾を迅択する。

湖査漿による濶在のほかに，土地利用に閲する貸料が

函究只の直接観寮によって収集されている。このitt桜観

察のための探本田畑心地面線の記されている村地図1こ

茄づいて 5つのブロットから成る20の梨落 (cluster)を

その集落の面酎t確率比例で抽出している。

第 1回目の全国的な椋本似査l・i,既述のような範囲と

設計にもとづいて行なわれたが，収集された只料につい

ての詳細な数字が96の表にまとめられている。しかしそ

の数字は各州洋位ではなく， 1951年のセンサスに従って
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6つの人口地域別一ーー北部ィンド，東邪ィンド，南蔀ィ

ンド，西部ィンド，中央インド，四北部インドー一しこ示

されているが，カシミール，アッサムの一部，ァンダマ

ンおよびニコパル島は除外されている。なおこの開査で

注意しなければならないことは，洞究が而接方式で行な

われたために，糊査対象が村に居住する世帯に限られた

結果，（1）株式会社，（2）中央政府あるいは州政府の出先機

臨 (3)協同組合，調査教fr微関などの邪業はすべて除外

されていることである。したがってこの調迩で収集され

たデークtt，塁村地域の経済活動の一剖を示すにすぎな

い点にも注慈しなければならない。

この調査報告卯こついている96の表は，汽料の性買tこ

よって下記のグルーブに整理することができる。

(1} 禍森に関する様括がJ臼料：（表）1-4

(2) 枇帯成Rと成員の経済上の地位（主たる所得者，
従たる所得森無所得者）による区分： （表）5

(3) 批楷支出概略： （表）6-12

(4) 稲々の食相消孜額： （表）13-14

(5) 光然1’t，被服股： （表）28-35,56 
(O) 企紺以外の梢役額：（表）25-27,36-55 

(7) 殻移I,塩ミルクの梢ftit:（表）57-59

(8) 1：：：棠および家吝架におけろ生脱額とコスト： （表）

60-68 

{9) 家内エ菜における生産術とコスト： （表）69-74

{let 家内商梁における在~,i と出荷： （表）75-77

Ol) 勤労所褐：（表）78-86

四 被洞査者の報告1こ1＆づく主裂穀類の生旅店j:（表）
87-96 

(II) The National sample survey, no. 

2 : Tables with notes on the second 

round, April-June, 1951. Delhi, 

Manager of Publications, 1953. 55 p. 

(F．D. 94) 

祢2回目の税本脳査も笛 1回目と同じく臥1?t対象地域

は位村地城のみに限られ， 1951年4月から7月末までに

実施された。しかL第1回目の甜在報告が主として伐村

の消股水部を選定した商品の，（a)金額 (vnlue)と，（b)

訊・ (physi叫 quantities)の阿面で取り扱い，佐村企棠の

純生産店とコストの内容tこ秘lするテ9ータも，推計を行な

うためよりも収集された皮料の稲類を明らかにすること

に煎点を四いていた。これに対し第2回月のi¥,J査では最

終的支出 (finalexpenditure)のデークに狐点を匠いて

いるが，邪1回目と大きく述っていることは，胡究対象
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期問を一般消数品目についてほ1年から 1迎問に変更す

るとともに，他の品目についてもその性質に応じて対象

期問を 1年あるいは 1カ月にしたことである。

第2回目の椋本調査は1142カ村， 1万0870ilt幣を対象

にして実施された。この調社の特色は商品の末端消戦を

祠脊していることである。これは利潤を得るためよりも

自己消究が経済活動の主要目的となっているインド経済

の特四に送切であるといえよう。

傑本模塑のTII曲方法は筏11bl目と同じく 2段附で実加

している。すなわちィンドの全村落を約240の府に分け

たのち， 1160の椋本村を任意柚出L,つぎに10世幣を各

緊木村から任泣；柚出している。

このtB2回目の柑1本潤強報告；！れま，収染されたデータ

をあますところなく示したものではなく，つぎの 5つの

特定ll{j図に関するイ且巌！性の高いデータを明示している。

すなわち(1)第1回目と策2同月の脱究で明らかにされた

梢費型の比妓 (2)料i費者の支tlII•こよって世幣を分ける。

(3)商品の末端梢費の1~11n部I’'！を自家梢費と区別する。 (4)

晨村における貨木形成の推計。 (5)世；:ifをそれが耕作ある

凶咋理している土地の大きさで区別する。この5点の

ぅら(3)のいわゆる現金支l:liと現物i消費との区別は，イン

ドのみならず後進諸困にとって特に典味ある間組であ

る。なお第II司月と第2flil目の報告；！楼を比較する際に注

意すぺさことは，既述したように(1)その濶森対象期！iilが

必ずしも一致していないこと。さらに(2)湖在対象期間が

同じであってもその項目の内容が}'~なっていることであ

る。たとえば光然費を見た場合，全支出に対し第1PItl 

では3.25％となっ -•C いるが，第 2 回目は6.11％となって

いる。これは第 1 回目で1•ま薪を光熱？t(J）中に含めていた

が，第 2回目では光然費に含めずに新しく新の項目を作

って調ftしたためであり， またその対象期rrりの季節にも
影府を受けていることによる。いま 1つ被服1tについて

見ると，全支I•11に対し第 1 lOll1では8.68％であったが，

第2阿目では5.49％となっている。これは第1回目では

被服防入支出を調．在したのに対し，第2回目ではじめて

使用した被服(J)購入支l.llを潤在したためである。

この潤査報告~.1}に出ている32の表は，資料の性質によ

って下祀のグループに挽理することができる。

(l) 椋本村の分布： （表） 1

(2) 消股者支出の概略： （表） 2-8

{3) 穀類の消費頷：（表）9-10

(4) 穀類の現金購入額：（表）11-12

(5) 現物あるいは労慟との交換で受領した穀類の額：

（表）13-14

(6) その他食粗の消費額：（表）15-16

(7) キンマの業 (pan)，たばこ， 飲料，光然費： （表）

17 

(8) 現金訴入による食粗の額：（表）18-19

(9) 現金支l:liのキンマの梨，たばこ，飲料，光熱究：

（表）20

叫現物あるいは労拗との交樅で支出された殻類の

額：（表）21-22

(Il) 現金売却の投類の額： （表）23-24

03 被服1’とと私具費： （表）25

⑬ その他i肖費品目に対する支出： （表）26-29

04) 土地，家足， R:~Jl..:などの改良費と製造·費： （表）30

0$ 品村il!:術の月ffj支出額による区分： （表）31

(I~ 耕作地と保有地による設村世滞の区分： （表）32

(ill) The National sample survey, no. 

3 : Table with notes on the third round, 

Aug.-Nov. 1951. Delhi, Manager of 

Publications, 195'1. 78 p. (F. D. 99) 

笙3回目の椋本潤究は1951年8月から11月にかけて実

施され，その特色r.t．， (1)濶子f．対象地城を位村に限定せず
都市に拡大していること，（2）梢収濶査だけでなく生産OO

係の魂究も行なわれたことであるが，この報告｛りでは消

費者支HR•こ重，'点が 1i？かれており，個人企業に関する岡究

の結果はのちの報1炉内で1月らかにされることになってい
る。しかしこ 0)i湖代によってほじめて森村と都市との梢

敦状態を比餃するi淋料がJlx;集されたことは注1:1ずぺきで

ある。

この調在での様本校型のhlI出は炭村地J咸では2段附，

都市では 3段階で実施されている。炭村地城ではまずイ

ンド金村を254のii1に分けたのち楳本村920カ村を任穏；り1,

出し，つきや各税本村から12111:術を任恋柑I出している。

そしてこのうち 611.1:~W如昭't渕森のため，残りの 6獣li

を企業濶究のために選択している。都市では紹1段陪で

カルカック，ポンペイ，デリー，マドラスの4大都市のほ

かに，中小祁市は人口数によって，（1)1万5000以下，（2)1 

万5000から5万，（3)5万以上，の3つのグループに分け，

(1)から19,(2)から15,(3)から15の都市が造択され，つぎ

に各中小都市を 1951年のセンサスの謁咀tプロック (enu・

meration block)に分け， 最後に各プロックから椋本泄

帯を抽出し，半数の批帯を消股調査のため，残り半数を

企栗調査のために選択している。消数濶査対象として抽

出された世術総数は6770世術で，枇村地域が5080世~i1,

I I I 
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4大祁市が510匪湘，中小都市が11801!！術となっている。

この報告f.｝の防らかにしていろ 2,3の点にふれると、

(1)第 1 回 H と第 2 回目の濁．ft:•こよる i詔'tクイブとg33 同

I~ の調森による消数クイプの比較C (2)災村，中小都市．

大都市の3つの地城における梢費クイブの比較，（3）現金

支出の19j合などである。

この報告・内に出ている55の表は，資料の性質によって

下記のグループ：こ格理することができる。

(1) ！烈木都市プロックの分：｛Ii:（表） 1 

(2) 探木村の分布： （表） 2

(3) J.品村・都diの消費名支lli9)り隙略： （表）3-11

(4) 、殺紺［のi肖費額：染村一（表）12-13, 都市ー（表）34

-35 

(5) 現金11；，1,i入による穀狙((J)額： •炭村一（表）ltl-15, 邪

市一（表）36--37

(ll) 税物あるいは労協との交換で受領した投頭の俗ii:

必村一（表）16--17,都市ー（表）昭ー39

(7) その他食視の梢費額：染村ーム（表）1~-19, 都市一

（表）40-41

(8) キンマの業 (pan),．たばこ， 飲料，光熱費：袋村

ー（表）20，都市ーー（表）4?.

(9) 現金支H-¥による食i乱の額：品村一（表）21-22，部

市ー（表）43-44

(l9 視金支Iiiによるキンマの菜，たばこ，飲料，光熱

毀；必村一（表）23,都rtj-（表）45

(11) 現物あるいは労（位との交換に支出された妓類の

額：製村一（表）24-25,11暉ー（表）46-47

僻現金売却の妓類の額：屈村一（表）26ー'Zl,都市一

（表）48-49

(l3 被服費と哀具頬費：此村一（表泣8,都市ー（表）50

{l4) 他の品目に対する支出：嚢村ー（表）29-32,都市

ー（表）51-54

僻 土地，家舷，器Jはなどの改良投と製造投：袋村一

（表）33，都市ー（表）55

(IV) The N.ttional sample survey, no. 

4 : Special report on the sutvey of 

persons in the Live Register of the 

Delhi Employment Exchange. Delhi, 

Manager of Publications, 195,1. 44 p. 

(F. D. 100) 

この試ft報告：；りは，従来の消孜者支tli(/）濶在と}＼はな

り，都rtiの失菜状態を明らかにするために実施された税

本糊査の結果を示したのである。すなわらこれまで失業

I I:Z 

状熙を知るために利用できる沢料・は， l倣菜紹介所に登銃

されている求lf姐者数が唯一d)ものであったが，このrt料
とても社訟．すべきものではなかった。ために1953年7月

15ビにl)tiかれた計画委且会の会令(.:・，都市(/)失棠状熊を

湖在するためにつぎの 4点を決｀走している。すなわち(l)

カルカック0)失業Ill]迎の性質セIY,Jらかにし，それに対す

る何らかの対策をあみだすために1ik底的な椋本訊船を尖

施すること，（2}X!;1Ii cJ)失菜に関する予りii潤4tを実肱する

こと，（．1）デリー9)耽架紹介所ヽ汲籾靡に）＇しづく椋本訊磁
を実祁L,祓梁紹介所のデークのもつ、汲を明らかにす

ること，（4)Iヽうパンコール・つチンにおける失業潤．在を

実｝じすること9 ;Icしてこの決定に従って実施された(3)の

大要がこの報告因である。

瀾企期！ii]：ま1953年8月211:1から 9月30日までQ)6迎I:il

で， 18名のテ9,)一＄認認クッフによって臥＇ ，j森が行なわれ

た。椋本模應のり1II:t！のためにJ椒柔紹介9所の求祓者そえ紐カ

ードをつきて）9つのカテゴリーに分けている。

(1)竹理，行政，監f1，経営などの没格と経険をもつ

渚，（2）技術れ (3)教1り考，（4）未経験のi殷1［紺希，（5）経験を・
もつ塑戦森 (O)事務nc・,)その他の労俯森 (8)(1)ー(7)に
含まれない森 (9)女性

この各カテゴリーより 1()()名を（王意hlllliしているが，

(O)と(7)は例外で，このカテゴリーからはそれぞれ50名を

抽出しているu このようにして800名を抽ll¥Lたが，実

際に調査対象となったのは712名で残りの潤名は｛主所の

記1皮の誤り移転などのために紺床不IIIfiEの者であっ

た。濶おJI:g脳性別，年齢，結妍上の地位，教i'i界i浪．●

経済上の地位（主たる所得者，従たるJ所得者，熊所得名）

煎月期1iil，収入．而望：ri（種，希望収入， J依脳などのほか
に，大学卒棠生と在学牛に対しては卒業から就J[如までの

期l用の調査も実比している。

この濶査で殷jらかにされたおもな点をあげればつぎ0)

とおりである。

(1) 9つのカテゴリーの比半は，（1）が3%, (2)がJt1%,

(3)が2%,(4)が31%, (5)が1~%, (G)が16%,(7)が14%，

(8)が 1%. (9)が 6％となっているn

(2) 年齢は，男の79%，女の63％が25淑以下で， 30戒

以上は男が12%，女が25%，未婚松・ま男が55%，女は50

％となっている。

(3) 学脹にI¼! しでは，無教fiかあるいは初等租笈が14

％，中学卒染程1娑は26%，硲校卒染相度は44%，短大卒

深租疲：な6%，大学以上は10％を占めている。

(4) 希摂収入は，平均月］09ルビーで， 200ルヒ°ー以」一・
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セ希望する者はわずか3％にすぎない。

(5) 希望l'汲利に関しては，女性のほとんどが手ft市を

設い， 37％の者が教師としてt計す叫砺くことを塑んでい
る。男は5分の1あまりの者が手tl:？ltでもする紙持をも

っているが．教9jili として洪村··Gf•rがくことを望んでいる者

は47％となっている。

{V) The National sample survey, no. 

5: Technical paper on some aspects of 

the development of Lhc sample design, 

by D. Il. Lahiri. Delhi, Mmwger of 
PublicaLions, 1954. 51 p. (F. D. 101) 

この殺佐得は1950年IO月に実施された第1回1:1の企lI1

的なt忠l湿班以来のt＇:t木設JI•について総括的に述べてい

る。報告者d)D. B・ラヒ＇）氏 t3.ii好｝）から余屁l(Iりなわ','i*

諏tの探本設計の任にあたった人で，かれはこの根告因
の中で現在の椋．和即・l・の発）品を促した9Jr.t'tを広く説明す

ると 1iiJ時：•こ将来の方針についての臨見を明らかにし，椋

本浪必および究椋沐：浪染の推虹lU幽iこも臼及している。

この吸告;;I}を学ぶに際してつきーの点を那こ入れておく

ことが非常：こ役だつであるう。すなわちインドは行政的

に29外i(1956年11月の州再紺成以Jlf:.以後は14州と 6中

央直邪地）≫約3C()の district,約2500の tehsil（行政．iIt

位で平鉤約500平プjマイル）， 3000のキ：小都市，約58万

60COの村落に分げられていた。ィンドの全面8'tは3ig 

2700万平方キロで，人口は 1951年のセンサスでは3位

6000万人，•(!!滞敬は7000万で，総人口のうち6000万が都

市に， 3[Cが地方に屈住している。人口の3分の 1が自

給r:1足の生活を営んでいる。

椋本設計に関しては，品村地城を地理的に約250の肪

に分け，その中から約1000の村を抽出している。全困的

な役1本，鴻査の最初の3回の濶在では附の中から直接村を

抽出していたが，以後の両査ではまず各肝の中から 2つ

の tehsilを直悛抽出し， 谷抽山 Lchsilの中で村を遥択

9ごていたc そして蔽後に世僻とブコットの集硲の打I曲を

行なっているっしかしながら，全同!'Iりな椋本洞査のよう

な多目的謁和ま脱本村ができるかぎり広範四I•こ散在する

必要があるため，屈か tehsi)をtihl．肌して村を選択する

という多段拙出法 {multi-stngcsomplir.g)設計・は不適当

であり，洲のキから直接村が抽1.:.1される方が塑ましいこ

とをIJJらかにしているc第3回目の調在では都市も洞査

Lているが，その投唸設計はまず祁市の大きさによって

屈別にし，つぎに人口の比例確率抽出でセンサスの調迂

プnック (censusenumeration block)の柚出が行なわ

れ，最後に各ilh出プロックの中で世術の抽出を行なって

いる。

最後に探本潤引tで収鋲される貸料の性役について筒lli
に紹介しよう。

(a)椋本村：全般的な経済狂料，造択された前品の辿

問価格，熟純労り紺．1と未熟錬労飴省のH当率など

(b) ill:帯：

(i) 全般的．賢料一年齢，性別，結姑上の地位，経済

上の地位（主たる所得・抒，従たる所得者， 1限所得
者），就棠上の地9ヽ'!.,II}産，死亡，種，，；のカテゴリ

ー下にある土地の保布と利JIi，衣畜，不動産， it
貨，貯金，家屈状況など

(ii) 『i1’t寺支出一多数の品目にl•関し -c

(iii)個人企哭一疫棠，家畜，各河激物の耕作而訳当

たりの生旅，エ棠，手工業， U'H棠，固定rt本，棧
城器其，燃将， !ji"JJ)J,原料，生漁店とfa1,JI憧ばな

ど

(c) 土地の利用

(cl)穀物逍森：作付け面li'tとエーカー当たりの収股位

の推定

(e)製造工均の採本洞査

(VI) The National sample survey, no. 

6 : Survey of Faridabad Township, 

Mar.-Apr. 1954, by Pilambar Pant. 

Delhi, Manager of Publications, 1954. 

・155 p. (F. D. 102) 

この報侶’}は，新しいエ深都市における経済社会問題

に関する多くの立料をも店供している。すなわち経済発展

と急述な工業化は，必然（iりに近い将来インドにおいて多

くの新しい工業都市の建設を．意味するが，この報告1.｝は

工業都市での採本謁究実施：こ対する手引きとなるだけで

なく， 新しい都市計画にとって非常に役だつものであ

る。

1953年11月ネル-ti相から，失業により避薙民が非常

な困窮状態i•こおちいっているフ，・リダパード地区の潤査

を実施するようにとの英塑があった。このため翌年3月

から 4月の 1カ月帥こ調査が行なわれ， ll又4ばされたデー
クに1＆づいて同地区住民の経済状態についての報告・因が
1954年7月18日t,相：こ提出された。

インドとパキスタンの分離によって，西北辺批州から

の多数の避難が，バンジャープ，パハワルプールおよび他

地城からの避薙民とともにクルクシェトラ・キャンプに

集結していた。これに対し1949年2月インド政府は西北

l I 3 
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辺採州からの避薙民約2万5000人と他地域からの避雉民

をデリー東南17マィルのファリダパードに移住させ，そ

こでかれらのために新都市を建設することに決定した。

したがって同年 8 月，都市建設のため：•こ洲発局 (Develop·

ment Board)を設匠したが， 中央政府は2500万ルビー

の借赦を行ない，建設計画を中央政府の復典省(Ministry

of Rehabilitation)の'tr帖下で行なうようにした。 1950
年靭こなると住宅建汲が聞始され， 2年内に約5000批徘

を完成し，計画ほ予定どおりに進んだが，エ菜計画の方

が予定よりはるかに遅れ，ために失菜増大という軍大な

局ii'itこ立ちいたったのである。同市の失架対筑予．n：は
1953~54年に130万ルビーであったが，近い将来には150

万ルビーに達するであろうといわれている。この額は同

市の全予群の5割あまりを占めている。このように失菜

lH]囮で悩んでいるファリダパードの傑本濶壺のもつ臨滋

は前狸なものといえよう。

椋本校型抽Il}のために1954年2月末までに全Ill:術のリ

ストを用臨し， 53741!!:11筏をつぎの 6つの城架9)Ijグループ

に分けている。

(1)非現棠，（2)未熟錬労働，（3）熟練技術労働，（4)•竹理脱，

(5)サービス棠およびI自由1i判1椒 (6)商棠

そして世術に各戦業9jiJグルーブ内での一述番・吟を与

ぇ，各グルーブからグルーブ内の世術総数に比例して任

慈に選択している。完全hlIUIは5001屈ifで，遥択は5阿

にわたる100世術ごとの湖次ilhI-LIで行ない，抽出は頂級

(without replacement)することなしで行なっている。

使用された濶究図れまつぎの主要項目に分けることがで

きる。

(i) 人口動姻：開発局に移住登録の有無移住！こt対す

る矧l目，滞在期問，性別，年齢，結始上の地位，教

有および技能皮格の基準，言証，経済上の地位（主

たる所得者，従たる所得者，無所得者の区別），就裳

上の地位 (k社川者か被面Jl)者か自立経滋者かあるい

ほ失棠者か）このほかに，避雉民の世術に対しては

パキスクンでの戦業についての資料を収集する。

(ii)屈用： 1953年12月から1954年2月の3ヵ月間に本

菜あるいは測棠に従事したすべての者について調査

する。谷所得者および所得扶設者の本架あるいは品ll

菜について，その政菜， tii用先とその場所， 3ヵ月

の各月の就業日数，各月の純収入についての資料を

収集する。

(iiり消費者の支tli限：全1!.!..::1;：に対し 1954年2月にお

ける消費について潤在をし，濶述漂は国民採本渕森

II4 

の潤査如こリスト化されている 353品目を33品目に

館j約にしたものを使用し，すべての食沿t1こ閃してほ

その油と額，他の品Uに関してはその額を記する。

購入先については行商人と商店（フプリグパード居

住の商店と他の商店）とそれぞれ9}ll個に記し，さら

に前年度における支lliも衣類．靴，家-.l1ぶなどの雨久

性商品について調究する。

(iv) 収入．および受領： 1954年2月に1!t術が就業，政府

の手当，察庭製品（ミルク・燃料など）賠与，送金，

貯金，沢疫の売雄，借金などから得た収入および受

仮について満査する。

(v)企業：国民わ＇知 1本濶査の企梁分類一必棠，家硲棠，

小規炭な家内製沿および手エ棠，迎送，商棠， 1』tr1
戦，サーピス業，金i故 (finnncialoperations)ーに従

って謁在する。そして特に収入源コスト品日，生

産，阪売，在IIi品目tこついてのデークも謁査する。

(vi) 保他，住屈・弘も雑費：出生と死亡は 1954年2月

までの 1年間について，病気はその原因と期閥につ

いて， 53年12月から54年2月の3ヵ月It取こついて開

究する。

この報告；！｝によって労傷人日の58.9％約3720人が安定

した戦をもち月平均82ルビーの収入を得ていることが朋

らかにされている。しかしながら失染救済？j（深に従事し

ている780人と失業者530人の1310人に対し月平均82ルピ

ーの収入を得る新しい仕事を与えねばならない。さらに

給与が月 28ルビーしか得られない未熟練労務者が 610

人， 13ルビーしか得ていない臨時服の者が670人もい

る。もしかれらに月平均82ルビーの収入を与えるために

ほ， 224万2000ルビーを痰する。フブリダパードに対す

るこれまでの投皮平均率は 1人当たり約7000ルヒ°ーであ

り，平均給与・しま年1人当たり1700ルビーで，その期合は

4.1となっている。したがって年224万2000ルピーの給与

増JJIIに対し必要とされる投只領は約920万ルビー，すな

わち1000万ルビーに迷する。すでにファリ．グパードに対

して約3150万ルビー余が投狂され，経済状態の改約こよ

って年100~150万ルビーの自然増加を生じていることか

らすれば， 1000万）レビーの新投沢は他全な政策といえよ

う。しかしながら1000万ルビーの新投沢がファリダバー

ドの失架r"1類を解決するに！ま，新投沢によって生産され
る商品に対する十分な盆要があってほじめて可能とされ

る。したがってフブリグパードの失業問題の根本的解決

は，ただィンド全体の経済発展による以外にないことを

この報告料は明らか；•こしている。
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(VII) The National sample survey, no. 

7: Couple fertility, by Ajit Das Gupta 

「and others」 Delhi, Manager of 
Publications, 1955. 199 p. (F. D. 108) 

この報告';!:it.，全困的な椋本調査第2回目 (Apr.-

June 1951)の椋本村ll06からの椋本夫婦1万9876と第

4回F.I(Apr.-Sept. 1952)の椋本村938からの傑本夫姑

1万4110と屯＇！本部市ヽ i06からの籾沐夫婦6175とから収狛

された立料の分析をしたものである。この報告i!}は人口

問囮1こ悩んでいる後進因諮間の実態を示す好例という点

からも典味あるものである。

この報告iBをよりよく理筋するために，潤引tの行なわ
れた世帯と人口についての背尿を節11公こ述ぺることにす

る。

インドは依然として炎架国であり，中小都市の大半ば

及村的性格｀セ布している。全人口の83％が染村に住み，

その70%が[$棠で生計をたてているが，位菜世術の55%

は2.5エーカー足らずの土地を所有しているにすぎない。

そして 1人当たりの構作地面戟は約0.83エーカーであ

る。

人l]の85％がヒンズー教徒， 10％が阿教徒，キリ・スト

教徒は2％あまり，シーク教徒は2％足らずである。

人口の中1lil年齢 (medianage)は21i&，人口の40％が

15放以下である。男105人に対し女100である。 1•1!l•11tの

平均人Rは5人である。

屈村地城では l!!•;： I1の44.5％に 1 夫砿 30.5%1こ 2 夫婦，

19.1％に3夫婦， 5.9%1こ4夫婦以上が住んでいる。

1951~5蕊の 1人当たりの国民所得は国民所得委R会

によって年fll]252)レビーと推定された。炎村駆l籾の半数
9)月支出は100ルビー以下で， 90％が300ルビー以下であ

る。世常の全支出の約66％が食糧に対するものであり，

そのうち半分が現金肪入である。

このような背派のもとで行なわれた2lill月と 4回目の

湖在で収集されたテ9とクを分析したこの報告f占のおもな

点を紹介することにする。

ィンドでの幼II!i結妍はあまりにも有名であるが，この

点：こついてつぎのような結果が報告されていろ。最近品

村での結婚年齢は男が20政，女が14.5政，これに対し都

市では男が23砒女が16.5政となっている。しかしなが

らこの結賂年齢も地域で大きな差痰がみられ，南インド

では男が23.71.&，女が16政で汲も結婚年齢が硲いが，北

インドでは男が16.5欲，中蔀インドでは女が12.9歳で欣

も低くなっている。

生まれた子供の数は典味ある問図を提示している。

1930年以後に結婚した品村夫婦の結婚後2,7, 12年にお

ける子供の平均数はそれぞれ0.16, 1-34, 2.64となって

いる。これに対し1930年以前に結賂したi型村夫婦の場合

はそれぞれ0.08,0.96, 2.16であった。このように子供

の数は蚊近の結婚では培加している。—•方． 1人当たり

の月1b1消費水祁で世術を分頚するとき，夫蛉当たりの出

生子供の総数は，世帯 1人当たりの梢1tの増加と反対に

減少している。たとえば位村夫紐の扮合， 1人当たりの

月問梢費が10ルビーの世滞グ）レーブでは3.40,11.20,レ

ビーの他滞グ）レーブでは3.02,30ルビー以上のグループ

では2.70と祓少している。都市の夫姉の場合， 10ルヒ°―

以下のグループでは3.44,30ルビー以上のグルーブでは

2.78に減少している。この消i"t水準の裔低と子供の数の

培祓について P.C.マハラノピスしまつぎのように述ペ

ている。

「生まれる子供の数は，伐困夫姑の拐合にほ~I嘴に少な

いということは考えられる。また生まれる子供の数は生

活限界水糾~(criti叫 levelof living)の預点に逹するまで

生活水準の向上とともに急速に培加し，つぎに生活水準

が夫紺のt1i産力に対する限界預点値(critical炉akv,1luc) 

を越えるにしたがってしだいに減少するという意見によ

れば，生活水準の比較的小さなl句上ほーー特に低所得世

術でtt-—生まれる子供の総数を増加するであるう。生

活水辿がさらに向上し，夫屈がしだいに出旅力に対する

生活限界水巡を越えるにつれて，人口1¥v1JJn芥くはしだいに

減少するであろう。この段附で生活水計Cの向上は過去に

おいて先進団で観察されたように，ィンドの人口の増加

を阻止するt~停を及ぼすであろう。このような考えは 1

つのモデルであるが，このモデルの重要な論点は，出産

力に限界が存在するが，夫婦当たりの生まれる子供の数

に限界があるか，すなわち低い生活水準の場合，生まれ

る子供の政は生活水部の向上とともに1牝力1（し，店い生活

水部の場合，生活水部の向上とともに減少するかという

ことである。この1咄笛を学ぶために夫婦を生活規捩の低

い点で均笠の小グループに分ける必要がある。もし生活

限界水祁で生まれる子供の数が限界になるのならば，限

界水討虹以下にある1!.!..術の収入を培加させる努力が，イン

ドにおける人口問函と食困問題の根本的解決に最も効染

あるものとなるであろう。」

インドtこおける出産力のll-lJ昭は平期結婚による委の年

齢に大きく左右され，ィンドの特色を描き出しているこ

とが本報告杏によって十分に理郎できる。

I I 5 
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現在インドでは多くの者が戦につくことができず無為

に日々を送っているうえに，餌年新規ta．戦を求める者が

約l80万から200万に追し，失架と低k11m(under-employ-

ment)は現在インドにおける最大の社会1::1囮となってい

る。

この報告；！tはカルカック．ボンペイ，マドラス，デリ
ーの4大部市を除く人口 5万以上の都市を対象に1953年

9月に行なわれた予(,jiii凋森の報告である。これはこの種

のJi妙J9)：，・1:t!f.であり，適切な概念と定汲を定め，将来の
屈用，失架， 4SKB用の調在に恨9する適切な計画と方法を

発殷させるうえのいわゆる水先案内として実施され，は

じめて都市の失棠事↑けをii,cflりに示している。 4大都市が

除外されたおもな理出は，これらの各都市がそれぞれ特

色をもっていると考えられたためである。

この謁．在の対象となった招市ほ 175，その余人口（ま

1951年のセンサスによれば2邸0万あまりに追し，これは
インドの邪市人1:1-1大都市を除く一ーの約5分の2

に当たっている。

そして栢本汲紆はつぎのように行なわれた。 1951年セ

ンサスの人lコ5'J6地術を4地帯ー一北邪および西北イン

ド，東インド，中央インド， i舒および西インドー~に分

け，都市を大きさ：•こよって 2 つに分けている。 1 つは人

口10万以上の郡市，いま 1つは人口 5~:0万の都市にグ

ループ化され，各グルーブ内の都市はさらにその都市の

位毀する人n別地術によって4グ）レープに再分＃jされて
いる。

椋本校型のhlりitは3段階で行なっている。第 1段附で

は数都市を人口に対する砲埒t比例と．ill複で各荊から造択

したが，その数は23,そのうち14招市を人口10万以上の

祁市から迩んでいる。t(52段階におけるり1II・l・}単位（ヽ之， 1951

年センサスで部市を想贅プ 6 ック (enumer~tion block) 

に分けたが， このプコックをJ肌ヽ，各も店本プロックは世

召筏佑こたいする茄氷比例と田炭で選択され， 10ブロック

が人口10万以上の探．木都市から， 8プロックが人口 5~

10万の様本都市から逗ばれている。第3段附で様本駆1::

を各襟本：ブC ックからえらび，その数は44461限1和である。

ここでこの瀾企で採用された術語の概念と定没1こつい

て佃111.に終介する。
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(l)就棠上の地位 (industrinlstatus)： この溝査はこの

語を，（イ）沈棠者，（P)*J［戊中の失架者，（，炒労働人口に含ま

れない者，に対して用いている。就森行をさらに，（イ）屈

)［l老， （口）被9rtltJ名（Iう自立経也森 （二）無給l!!..；辟労例者

(unpaid household !about)の4そ）のカテゴリーに分け

ている。この無給労例者とは個人企棠を手つだっている

が現金でt況物でも報代11を受けず，かれらの咋；u：の代tit
としてその家位i とともに~1iCI 1) Lている者であって， t:t．

っざり家族と区別されるぺき者である。

(2)り＄梨者：（イ）新規求戦者，（口）それ以外の求lf紺者， 0）2 

堵を失棠者と定淡している。そして濶．在対象1nru1の1カ
月のうちで 1日でも有給の仕事をした名合は就業者として

扱われている。

(3)労禍人口に含走れない者： （イ）家事にのみ従・ltしてい

る家族，（P胚労所得生活者および恩給・年金の受領者，

(Iがこじきおよび救助金や送金で生活している者，⇔子供，

学生》老弱者。

この潤企によって都市の失棠状態に関するi'i重な貸料

が得られ．その姿をかなり詳細に描きIliしている。その

2, 3を紹介すれば， ． 

就菜者のう＇ら Gl.02%が月50ルピー以下の低J収入を得

ていがこすぎず，月 300)レビー以上を得ている•布はわず

か1％あまりである。そして）沈梁者のうち54.65％が被

屈J[l者で，かれらの約4分の 1の者が公共部l"lで侃いて

いる。すなわち8人の就菜者のうら 1人の割で公共部l"l

で拗いていることを示している。

つぎに就染者の26.32%が低）祉用者である。そして，

月50ルピーを越える収入を得ている者はわずか16.89% 

にすぎず，大半の者が蕊）いぜー以下の収入しか径ていな
，、., ・o 

この潤査が実施された都市では人口の約2.6%が1953

年9月現在に失架していた。したがってもし失棠発生の

；体が人r-15万以―ドの小都rliでもほぽ屈じだと考えると，

4大都市を含め l953年9月の全都市人口 6800万のうち

224万が失業していたと椎定されている。 したがって低

屈者者の274万人を加えると全都市の失棠者は500万1こ述

するのである。そして失業者が戦を求めるにあたっての

希望収入は月100ルビー以下を85.07％が塑んでおり，さ

らにその半数の者は50ルヒ゜ーの収入でも満足するである

うといわれているc

以上のことからもインドの失業団）図}—低所得：ごついて

の一雌．｝を知ることができるであろう。

（区｛！洪料部松谷究次郎）




